
 

三角山公園改良に向けた取組について 

 

１ 敷地概要 

（１）所 在 地：中町２－３４－１４（住居表示） 

（２）敷地面積：１，４９８．８９㎡ 

（３）供用開始：平成３年３月３１日 

 

２ 現状と課題 

  区立公園の多くが開園後３０年以上経過し、施設の老朽化が進んでいることから目黒

区公園施設長寿命化計画を策定し、公園施設の計画的な維持管理に努めている。 

三角山公園は開園後２９年が経過しており施設の老朽化の他、遊具の安全規準への適

合やバリアフリー化対応など誰もが利用しやすい公園への改良が課題となっている。ま

た、保育施設の増加や防災機能の向上、自然環境の保全など社会情勢の変化に伴う対応

が求められている。 
 

３ 主な現況施設 

  遊具(ブランコ、リンク遊具、砂場)、水飲み、ベンチ、トイレ、水景施設 

 

４ 改良に向けた基本的な考え方 

公園利用実態調査を実施し、近隣住民や公園利用者の意見を整備計画に反映し、以下の

視点を踏まえまとめていく。 

（１）安全で安心な施設づくり 

 既存の遊具を更新し、安全規準に適合させ、子どもがのびのびと安心して遊べる場を

提供する。また、道路からの見通しの確保等の防犯対策に配慮するとともに、災害時に

一時避難できる場として整備する。 

（２）施設のバリアフリー化 

 出入口、トイレ、水飲みのバリアフリー化を図り、幼児から高齢者まで誰もが利用し

やすい施設の整備を行う。 

（３）生物多様性に配慮した植栽 

 既存の植栽を活かすとともに、生物多様性に配慮した植栽を検討する。 

 

５ 今後の予定 

  令和３年１月～３月 利用実態調査、近隣住民、町会、保育所等へのアンケート調査 

４月～９月 意見交換会等の開催 

１０月    整備内容の取りまとめ、以降、改良工事に向けた取組を進める 
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